
11月 3日（土） 2012 年  16:00-19:00
1部       16:00 ～　　講  演 : 佐藤学
                                 「レッジョ•チルドレンの発展とひろがり」

　　      17:00 ～     　 講  演 : 秋田喜代美
                                 「レッジョ・エミリアから学ぶ保育のこれから」

２部      18:00 ～　      公 開ディスカッション         進行：和多利浩一  （ワタリウム美術館）

ご入金確認後、期日までに、チケットと会場のご案内をお送りします。

会場 ：梅窓院祖師堂　銀座線「外苑前駅」より 1a 出口徒歩 1分
　　　梅窓院へのお問合せはご遠慮下さい。　

新装版『子どもたちの 100 の言葉」 記念シンポジウム（11/3）

参加費のお支払い後、申込書の送付により完了となります。（定員になり次第〆切り）

人数：　　　　　名

『子どもたちの 100の言葉』は、子どもたちと一緒に体験する冒険物語です。それはイタリア北部の小さな町、レッジョ・エミリアで第二
次世界大戦直後、近くの村人たちが率先して幼い子どもたちの学校を造ろうとしたことに始まりました。そして創設者の一人であるロー
リス・マラグッツィは、ここで積み重ねられた子どもたちの言葉や経験に素晴らしい方向性とインスピレーションを与え続けました。
子どもの知性と創造性を育むレッジョ・アプローチのバイブルが、2012 年 10月、再び日本で刊行されることとなりました。

新装版刊行記念開催

記念シンポジウム

（2012年度アトリエリスタ養成コースの参加の方は招待。ワタリウム美術館メンバーの方は割引有）

学習院大学文学部教授、東京大学名誉教授

―――レッジョ・エミリアの教育は、子どもは未熟、大人は成熟、子どもは知らない存在、大人は知ってい
る存在という子どもと大人をめぐる非対称の関係を内側からつき崩して、創造性の能力と学び生きる権利
において、子どもと大人は対等であることを宣言している。本書『子どもたちの100の言葉』は、子どもの
可能性とその尊厳のために心を砕く子どもたちと大人たちへの讃歌である。―――

佐藤学　新装版「子どもたちの 100 の言葉」より


